貸 越 残 高 証 明 書 記 入 方 法
　　◎　継続利用していた場合
	(１)
	借　入　人　名
	　

	(２)
	保証協会の名寄番号
	　信用保証書に記載されています。

	(３)
	保　証　番　号
	同　　　上

	(４)
	貸越専用預金口座番号
	　基本は　(３)　と違う口座番号

	(５)
	弁済用預金口座番号
	　原契約に記載されている口座番号

	(６)
	契　約　年　月　日
	原契約の日付

	(７)
	契　約　期　限
	① 債務承認により期限延長している場合

　　債務承認締結前保証期限

② 貸越期限内で保証期限到来の場合

　　保証期限

③ 期限延長のみで期限の利益を喪失している場合

　　期限の利益喪失日

	(８)
	貸　越　極　度　額
	当初実行額

尚、極度額減額がある場合は変更前及び変更後を連記

	(９)
	最終貸越年月日
	　(７)　の期限内における元金の最終移動日

	(10)
	根保証確定時の貸越残高
	　(９)　の日付における最終元金残高


　　　　　（注）「最終貸越年月日」は、根保証の確定前に利息を元本に繰り入れた日を含む。

　　　　　　　常時貸越極度額以内であることを確認しています。

　　　　令和　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金融機関名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本支店長　　　　　　　　　　　　　　印

秋田県信用保証協会　御中
　　◎　債務承認並びに弁済契約書により変更した場合

	(１)
	借　入　人　名
	　

	(２)
	保証協会の名寄番号
	　信用保証書に記載されています。

	(３)
	保　証　番　号
	同　　　上

	(４)
	貸越専用預金口座番号
	　基本は　(３)　と違う口座番号

	(５)
	弁済用預金口座番号
	　原契約に記載されている口座番号

	(６)
	契　約　年　月　日
	原契約の日付

	(７)
	契　約　期　限
	カードローン・当座貸越として利用していた最終期限

	(８)
	貸　越　極　度　額
	当初実行額

	(９)
	最終貸越年月日
	　(７)　 として利用していた間の元金の最終移動日

	(10)
	根保証確定時の貸越残高
	　(７)　 として利用していた間の最終元金残高


　　　　　（注）「最終貸越年月日」は、根保証の確定前に利息を元本に繰り入れた日を含む。

☆「カードローン・当座貸越として利用」とは、債務承認並びに弁済契約書により分割返済等に

変更する前の根保証利用時のことを言います。

　　例えば、３／３１が期限の極度額５百万円(残高４，９５０千円)のカードローンを４／１５に
分割返済に変更した場合は、契約期限は３／３１以前の元金最終移動日、貸越残高は３／３１

現在の貸越残高を記入してください。

＜例＞
	契　約　年　月　日
	○　○年　３　月　３１日

	契　約　期　限
	△　△年　３　月　３１日

	貸　越　極　度　額
	　　５，０００，０００円

	最終貸越年月日
	△　△年　３　月　１５日

	根保証確定時の貸越残高
	　　４，９５０，０００円


　　◎　極度額を減額した場合

	(１)
	借　入　人　名
	　

	(２)
	保証協会の名寄番号
	　信用保証書に記載されています。

	(３)
	保　証　番　号
	同　　　上

	(４)
	貸越専用預金口座番号
	　基本は　(３)　と違う口座番号

	(５)
	弁済用預金口座番号
	　原契約に記載されている口座番号

	(６)
	契　約　年　月　日
	原契約の日付と減額契約日を２段にして記入します。

	(７)
	契　約　期　限
	減額契約日の前日と減額契約後の終期を２段にして記入します。

	(８)
	貸　越　極　度　額
	当初実行額と減額後の極度額を２段にして記入します。

	(９)
	最終貸越年月日
	　(７)　 として利用していた間の元金の最終移動日

	(10)
	根保証確定時の貸越残高
	　(７)　 として利用していた間の最終元金残高


　　　　　（注）「最終貸越年月日」は、根保証の確定前に利息を元本に繰り入れた日を含む。

☆例えば、当初契約日①が２／１５で期限②が2／１4・極度額5百万円を2／14③に極度額を
　4百万円に減額した場合は、下記の通りとなります。(④は③の前日)
例
	契　約　年　月　日
	○　○年　２　月　１５日　　①

○　○年　２　月　１４日　　③

	契　約　期　限
	○　○年　２　月　１３日　　④

○　○年　２　月　１４日　　②

	貸　越　極　度　額
	　　５，０００，０００円

　　４，０００，０００円


「貸越残高証明書」作成についてのお願い
１．この「貸越残高証明書」は、当座貸越根保証・事業者カードローン当座貸越根保証の場合に
　提出してください。

【貸越残高証明書記入上の注意点】

　○　(７) 契約期限とは、極度取引による最終期限のことです。

　　　貸越契約期限内に期限の利益を喪失したときは喪失日となります。

　○　(９) 最終貸越年月日とは、極度取引を行っていた最終の資金(元金)移動日のことです。
根保証の確定前に利息を元本に繰り入れた日を含みます。
　○　(10) 根保証確定時の貸越残高とは、確定前において最終の資金(元金)移動があった日の貸越残高
です。分割弁済に条件変更した後の現在残ではありませんので、ご注意ください。
２．当座貸越根保証の代位弁済請求書の提出にあたりましては、この証明書に加え次の書類が

必要となります。

　　　　

　　　(１)　当座貸越元帳(写し) 　　………　原則として貸付実行時から最終取引日までの貸付元帳。　
（継続利用による条件変更の場合は、最終変更時から最終取引日まで）

分割弁済に条件変更した場合は、最終の保証条件変更手続完了日から代位弁済請求日までの写し。

　　　　　　　

(２)　 当座貸越契約書　(写し)等

３．事業者カードローン当座貸越根保証の代位弁済請求書の提出にあたりましては、この証明書に

加え次の書類が必要となります。

　　　　

　　　　　(１)　カードローン貸越元帳(写し)　　………　原則として貸付実行時から最終取引日までの貸付元帳。

（継続利用による条件変更の場合は、最終変更時から最終取引日まで）

分割弁済に条件変更した場合は、最終の保証条件変更手続完了日から代位弁済請求日までの写し。
　　　　　(２)　誓約書　(写し)　　　　　　　　………　　債務者より差入れを受けたもの。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成１９年４月１日以降の新規申込分は除きます。

　　　　　(３)　当座貸越契約書　(写し)等
